
採
用
戦
略
は
適
切
か

第
１
回

厚労省　要件緩和検討

ＥＰＡ介福士、訪介も可能に

国
の
基
金
で
高
齢
者
住
宅


年
春
　

都
内
に
ＡＩＰ

ＵＲ

高
齢
入
居
者
の
家
賃
減
額

収
入
に
応
じ
最
大

％

事
業
者
に
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
要
請

有
識
者
の
声

現
状
で
は
ま
だ

ハ
ー
ド
ル
高
い

緊
急
事
態
へ
の

対
応
等
が
課
題

ニッソーネット
山下吾一社長

　
今
号
か
ら
様
々
な
立
場
の
人
に
、
介
護
業
界

の
人
手
不
足
解
消
の
処
方
箋
に
つ
い
て
意
見
を

聞
く
。
第
１
回
は
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
ニ
ッ
ソ

ー
ネ
ッ
ト
（
大
阪
市
）
の
山
下
吾
一
社
長
だ
。

ど
う
す
れ
ば
、
介

護
事
業
者
は
人
材
を
確

保
で
き
ま
す
か
。

山
下
　
目
先
の
人
材
を

確
保
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
単
純
に
「
給
与
を

上
げ
る
」
こ
と
で
す
。

例
え
ば
主
婦
パ
ー
ト
を

雇
い
た
い
場
合
、
ラ
イ

バ
ル
と
な
る
の
は
ス
ー

パ
ー
や
飲
食
店
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
業
で
す
が
、

こ
の
業
界
も
人
手
不
足

で
パ
ー
ト
の
時
給
は
上

昇
気
味
で
す
。
介
護
職

の
時
給
は
こ
の
水
準
に

は
追
い
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
「
他
産
業
に

対
抗
で
き
る
給
与
水

準
」
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
介
護
報

酬
で
売
上
の
天
井
が
抑

え
ら
れ
て
い
る
以
上
、

出
せ
る
給
与
額
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。

山
下
　
そ
の
場
合
は

「
仕
事
選
び
に
際
し
て

給
与
以
外
の
面
を
重
視

し
た
い
」
と
い
う
人
を

狙
え
ば
い
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
主
婦
パ
ー
ト

で
し
た
ら
「
家
か
ら
近

い
」
「
勤
務
時
間
の
融

通
が
利
く
」な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
重
視
す

る
面
は
、
求
職
者
の
属

性
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
例
え
ば
新
卒
学

生
で
し
た
ら
「
会
社
の

将
来
性
」「
福
利
厚
生
」

な
ど
で
す
し
、
契
約
社

員
で
し
た
ら
「
正
社
員

登
用
制
度
あ
り
」
な
ど

で
す
。つ

ま
り
「
自
分
た

ち
が
ど
の
層
の
人
材
を

求
め
る
か
」
を
明
確
に

し
て
、
そ
の
層
に
的
確

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
人

事
・
採
用
戦
略
が
必
要

な
の
で
す
ね
。

山
下
　
そ
の
通
り
で

す
。介
護
業
界
は「
中
途

・
経
験
者
」中
心
の
採
用

か
ら「
新
卒
・
未
経
験
」

中
心
に
シ
フ
ト
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
事
業
者

の
人
事
・
採
用
戦
略
は

中
途
・
経
験
者
主
体
の

と
き
と
変
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

労
働
者
人
口
が
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
い
る
地
方
な

ら
と
も
か
く
、
東
京
や

大
阪
で
人
が
全
く
採
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、人

事
・
採
用
戦
略
の
見
直

し
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
パ
ー
テ
ィ
グ
ッ
ズ
と

し
て
市
販
さ
れ
て
い
る

「
鼻
め
が
ね
」
を
施
設

利
用
者
に
か
け
さ
せ
、

職
員
が
「
か
わ
い
い
」

な
ど
と
は
し
ゃ
ぐ
の

は
、虐
待
の
萌
芽

。

　
あ
る
介
護
事
業
経
営

者
が
書
い
た
本
が
話
題

だ
。
今
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
て
い
る
事
業
所
も
多

い
だ
ろ
う
。
職
員
が
仮

装
を
す
る
こ
と
は
一
向

に
構
わ
な
い
。
し
か
し

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
っ
て
何

？
」
と
い
う
高
齢
者
に

仮
装
を
さ
せ
た
り
、
と

ん
が
り
帽
子
を
被
ら
せ

た
り
す
る
こ
と
は
、
本

人
の
意
思
を
無
視
し
て

い
る
。「
利
用
者
を
楽
し

ま
せ
た
い
」
と
思
う
気

持
ち
は
大
切
だ
。
し
か

し
、
当
の
利
用
者
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、

を
考
え
な
い
一
人
よ
が

り
の
イ
ベ
ン
ト
が
相
変

わ
ら
ず
多
い
。

高齢者住宅新聞（１） 第号
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Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
の
就
労
範
囲
に
訪
問
系
サ

ー
ビ
ス
が
新
た
に
加
わ
る
。
厚
生
労
働
省
は

月

４
日
に
開
催
し
た
「
第

回
外
国
人
介
護
人
材
受

入
れ
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
で
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

介
護
福
祉
士
の
就
労
範
囲
に
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を

追
加
す
る
上
で
必
要
と
な
る
対
応
に
関
す
る
と
り

ま
と
め
案
を
示
し
た
。

Ａ・バリー・ハ
ーシュフェルド
・代表

全国訪問介護
協議会　　　
荒井信雄会長

　
現
実
的
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
介

護
福
祉
士
を
訪
問
介
護
で

活
用
す
る
に
は
リ
ス
ク
が

大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
で
し
ょ
う
。
訪
問
介

護
は
利
用
者
と
１
対
１
に

な
り
、
利
用
者
の
意
向
や

好
み
を
く
み
取
っ
た
臨
機

応
変
な
対
応
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

語
能
力
な
ど
の
面
で
そ
れ

が
十
分
に
で
き
る
か
と
い

う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
掃

除
や
洗
濯
だ
け
で
あ
れ
ば

外
国
人
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
の

活
用
も
あ
り
で
し
ょ
う

が
、
身
体
介
助
ま
で
含
む

と
な
る
と
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
と
思
い
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
（
以
下
・
Ｕ
Ｒ
／

横
浜
市
）
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
な
ど
を
施
し
た

「
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト
住

宅
」
に
入
居
す
る
高
齢
者

の
家
賃
を
、
本
人
の
所
得

に
応
じ
て
最
大

％
減
額

す
る
。

月
４
日
よ
り
東

京
都
板
橋
区
の
高
島
平
団

地
で
先
行
募
集
を
開
始
し

た
。

　
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト
住

宅
と
は
、
２
０
１
４
年
度

よ
り
試
行
的
に
供
給
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
既
存

の
賃
貸
住
宅
住
戸
に
、
段

差
解
消
、
手
す
り
設
置
、

浴
室
暖
房
設
置
、
暖
房
便

座
設
置
な
ど
を
行
っ
た
も

の
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
戸

内
で
の
転
倒
や
ヒ
ー
ト
シ

ョ
ッ
ク
事
故
な
ど
を
防
止

し
、
高
齢
者
が
安
全
に
住

み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
て
い
る
の
が
特
徴
。

　
今
回
、
先
行
募
集
を
始

め
る
高
島
平
団
地
で
は
、

入
居
対
象
は
月
額
所
得
が


万
７
０
０
０
円
以
下
の


歳
以
上
の
高
齢
者
。
こ

の
う
ち
月
額
所
得

万
８

０
０
０
円
以
下
の
高
齢
者

世
帯
の
場
合
は
、
家
賃
を

最
大

％
減
額
す
る
。
募

集
は
Ｕ
Ｒ
賃
貸
シ
ョ
ッ
プ

高
島
平
で
先
着
順
に
受
け

付
け
る
。

　
Ｕ
Ｒ
で
は
「
低
所
得
高

齢
者
の
居
住
の
安
定
を
図

り
、
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ
ン

・
プ
レ
イ
ス
の
実
現
を
目

指
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護

福
祉
士
が
就
労
す
る
場
と

し
て
は
、
特
養
な
ど
の
居

住
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

限
定
さ
れ
て
い
た
。
「
ほ

か
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
建

物
内
に
い
る
の
で
、
何
か

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
よ
う

な
場
合
で
も
す
ぐ
に
サ
ポ

ー
ト
に
入
る
こ
と
が
可

能
」
な
ど
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
だ
。
し
か
し
、
深

刻
な
介
護
人
材
不
足
な
ど

を
受
け
、
介
護
事
業
者
側

か
ら
は
訪
問
系
で
の
就
労

を
認
め
て
欲
し
い
な
ど
の

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
が

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
場
合
、
「
日
本
の
生

活
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
適
切
に
で
き
る

か
」
「
緊
急
事
態
発
生
時

の
対
応
が
適
切
に
で
き
る

か
」
「
訪
問
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
関
す
る
記
録
な
ど
の

作
成
が
適
切
に
で
き
る

か
」
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
厚
労
省
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
介

護
福
祉
士
が
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
場
合
の
留
意

事
項
を
作
成
し
た
。

　
事
業
者
側
に
求
め
ら
れ

る
対
応
と
し
て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

介
護
福
祉
士
が
日
本
の
生

活
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
で
き
る
よ
う
、
訪

問
介
護
の
基
本
事
項
や
調

理
、
掃
除
、
ゴ
ミ
の
出
し

方
と
い
っ
た
生
活
支
援
な

ど
に
関
す
る
研
修
の
実
施

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
や

感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
の

緊
急
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
も
必
要
と
な
る
。
さ
ら

に
記
録
な
ど
の
作
成
の
際

は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
方

式
で
簡
略
化
す
る
な
ど
の

工
夫
を
求
め
た
ほ
か
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
が
一
人

で
対
応
で
き
る
よ
う
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
な
ど

に
よ
る
一
定
期
間
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
実
施
を
要
請
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
の
国
内

唯
一
の
受
入
れ
機
関
で
あ

る
公
益
社
団
法
人
国
際
厚

生
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｓ
）
が
受
入
れ
事
業
者

に
巡
回
訪
問
す
る
ほ
か
、

受
入
れ
事
業
者
や
Ｅ
Ｐ
Ａ

介
護
福
祉
士
の
相
談
窓
口

を
担
う
会
。

　
検
討
委
員
か
ら
は
「
相

談
窓
口
を
広
げ
て
ほ
し

い
」
（
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
総
合
政
策
局
伊
藤

彰
久
生
活
福
祉
局
長
）

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
と
厚

労
省
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
体
制
整
備
を
強
化
し
て

ほ
し
い
」
（
公
益
財
団
法

人
日
本
生
産
性
本
部
北
浦

正
行
参
与
）
な
ど
の
意
見

が
あ
が
っ
た
が
、
概
ね
、

厚
労
省
が
示
し
た
指
針
に

つ
い
て
了
承
・
合
意
し
た
。

　
厚
労
省
側
は
「
可
能
な

限
り
早
め
に
事
業
者
へ
の

告
知
を
進
め
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
す
る
も
、
そ
の
具

体
的
な
時
期
は
示
さ
な
か

っ
た
。

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
施
設

に
特
化
し
た
投
資
・
フ
ァ

ン
ド
運
用
を
行
う
Ａ
Ｉ
Ｐ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン

（
以
下
・
Ａ
Ｉ
Ｐ
／
東
京

都
港
区
）
は
、
一
般
社
団

法
人
環
境
不
動
産
普
及
促

進
機
構
（
以
下
・
Ｒ
ｅ


Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
機
構
／
同
）
の

耐
震
・
環
境
不
動
産
形
成

促
進
事
業
よ
り
フ
ァ
ン
ド

・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
選

定
さ
れ
た
。
Ｒ
ｅ

Ｓ
ｅ

ｅ
ｄ
機
構
が
運
用
す
る
基

金
を
元
に
東
京
都
大
田
区

に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
建

設
す
る
。

　
Ｒ
ｅ

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
機
構

は
、
耐
震
性
や
環
境
性
に

優
れ
た
、
具
体
的
に
は
建

築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

表
示
制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）

に
よ
る
評
価
結
果
の
星
表

示
３
以
上
、
の
不
動
産
の

整
備
促
進
の
た
め
に
国
の

基
金
を
運
用
す
る
組
織
。

高
齢
者
施
設
を
新
規
整
備

す
る
の
は
今
回
が
初
の
ケ

ー
ス
だ
。

　
具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
と

し
て
は
Ａ
Ｉ
Ｐ
を
無
限
責

任
組
合
員
、
Ｒ
ｅ

Ｓ
ｅ

ｅ
ｄ
機
構
を
有
限
責
任
組

合
員
と
し
て
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
を
設
立
。
組

合
が
事
業
に
投
資
す
る
。

ま
た
、
事
業
に
は
、
り
そ

な
銀
行
、
芙
蓉
総
合
リ
ー

ス
が
融
資
を
行
う
。

　
建
設
す
る
有
料
老
人
ホ

ー
ム
は
東
急
多
摩
川
線
矢

口
渡
駅
近
く
で
、
５
階
建

て
。居
室
数
は

を
予
定
。

総
事
業
費
は
約

億
円
程

度
に
な
る
見
込
み
。
在
宅

系
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
も
強

み
を
持
つ
大
手
民
間
事
業

者
が
借
り
上
げ
て
運
営
す

る
。
建
物
の
完
成
は
２
０

１
８
年
１
月
、
開
業
は
３

月
の
予
定
。

　
「
高
齢
者
施
設
に
も
省

エ
ネ
な
ど
環
境
性
の
配
慮

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

し
、
海
外
の
投
資
家
が
高

齢
者
施
設
に
投
資
す
る
際

に
も
、
そ
う
し
た
点
を
重

要
視
し
て
い
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
省

エ
ネ
や
環
境
性
を
重
視
し

た
建
物
は
、
ど
う
し
て
も

開
発
費
用
が
多
額
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
様
な

ス
キ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
そ
う
し
た
高
齢
者

施
設
の
開
設
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
」
（
Ａ

Ｉ
Ｐ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ジ
ャ
パ

ン
　
Ａ
・
バ
リ
ー
・
ハ
ー

シ
ュ
フ
ェ
ル
ド
・
Ｊ
ｒ
代

表
）
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